
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 社会福祉法人 パステル            栃木県小山市
お や ま し

 

 

桑 関 連 事 業 の 拡 大 に よ る 障 害 者 の 自 立 支 援 

活動の経緯 
 
 結城紬発祥の地、小山市桑絹地区は、昭和40年代末まで養蚕農家が500軒
と言われていたが、生活様式の変化や輸入の急増などから急速に減少した。こ
のため、伝統産業の再興による農業振興、障害者の安定した働く場の確保と自
立・自活の支援のため、平成27年に取組を開始。 

パステル桑農園の全景 

活動の概要 
 

養蚕のみならず、桑の葉・桑の実から各種食品を自ら企画・製造し、地域の
ブランドとしての確立を図る。 

活動の成果、主な実績等 
 
○平成27年、桑の木500本を植栽し蚕の飼育を開始。わずかな農薬の付着
が蚕の餌として影響する事から、周辺農地の状況を見ながら桑農園拡大し、
現在は、約2.5haの農園（桑の葉収穫用9,200本、桑の実収穫用3,150本）
を、障害者が中心となり管理。 
○桑の葉からは桑茶、さらに桑の葉をパウダーにして、うどん・フィナンシ
エ等を製造・販売。桑の実からは、ララベリージュース・アイスクリーム等
を製造し、地域ブランド品として販売を強化。桑の葉を使用したパウダー、
乾麺などは、平成２７年２月６次産業化事業の認定。桑の実を使ったジャム
は、令和３年12月６次産業化事業の認定を受けた。 
○収穫時に、地元小学生・民生委員・地域住民等による“桑の実収穫”開
催、地域と利用者が一体となった地域連携・農福連携を推進。 
〇令和２年２月ノウフクJASを取得。 
〇令和５年２月「地域を耕す」ノウフクアワード2022準グランプリ受賞。 

桑の葉から製造した桑茶 


